
間近に迫る全国一斉学力・学

習状況調査は、国家的規模のプ

ロジェクトである。ほぼすべて

の金子校六年生と中学校三年生

二百三十万人以上が、一ニ万以上

の学校でテストに臨む。受
唾者

総数五十五方人、試験場七百三

十五の大学入試センター試験を

はるかにしのぐ規模といってよ

？込
、．。

今回も現場のミスは一定の確

率で確実に起こる。車要なのは

誤差の発生そのものではなく、

ミスを防止しその影響を最小限

に留める危機管理システムの成

熟だ。プロジェクトに動員されるの

は、教背界や
教宵産業だけでは

ない。問題・答案の印刷、物流、

情報処理など、一斉テストの実

施を支える人々
は膨大な数に及

ぷ。ほんのわずかの人々
による

ささいな
不注意が、大事故を引

き起こしかねないiJ関係者の神

経疲労は獲するに余る。

子供たちの
学力を正しく測定

するために、想像を絶する資源

とエネルギーが動員されてい

る。それを壮大な浪費に終わら

せないために、いまいちど、調

査結果を生か
す仕組みの検証を

望む。
（お茶の水女子大学教授

茸塚
克明）
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｜学力正しく測定｜結果生かす仕組み検証を
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教
育情報の調査研究を行

うライセンスアカデミーが

全国の高校と大学に今年一

｜二月に実施したアンケー

トによると、精製する進路

を断念する高校生の六二%

が「費用」を理由に挙げた。

進学率の低い学校ほどその

傾向が顕著で、進学率が三

割未満の高校では八九%の
生徒が経済的理由で進路を

変えていた。

学費を年三回以上に分目

て払える大学はわずかニ・

四%。充実させたい支援策

では六七%の大学が「奨学

金」を挙げたが、「納入方

法」は一九%にとどまった。

学賞を確実に回収したい意

識があらわれている。
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明一
新入生が入学し、響学

問一期が始まった。セメスタ

同一l制（春秋ニ学期制）
を

口、一とっているので、九月に

月一も入学式があるけれど、

ぴ一枚学期は大半が留学生で

O一ある。
要付制度を九月入

2一学に変えたらどうなるだ

一ろうか、優秀な学生を現

一在と同様に集められるだ

一ろうか、などと思いを巡

一らしている。

ー一
大学の九月入学につい

間一ては、これまでにも様々

一な提言があった。一九九

断一九年三月に学校教
育法施

；一
行規則の一部が改正され

単一たのも、秋季入学の導入

、－一を促進するためであっ

全数規模に近い調査となる

と、
統計学上「非標本誤差」と

呼ばれる、正しい測定儲からの

ずれが発生しやすくなる。例え

ば学校によって解答時闘が逃え

ば、学力を正しく測定できない。

全国津々
浦々
の教室で、同じ条

件のもとでテストが実施される

か。周到に準備されているはず

の入試センター試験でも監督者

のミスが毎年繰り返される。

わりか初歌が入学時期に

なっている。緯国は三月

入学だが、セメスタl制

なので問題はない。

これらの点からすれ

ば、日本の大学をグロー

バルな
水準に高め、国際

競争力をつけるために

も、九月入学が霊要な選

択肢であることに間違い

はない。

ぱ、優秀な学生の確保と
このようにグローバル

いう点でも、九月入学は
化への対応が九月入学推

大変有益だといえよう
進の第一の理由である。

教
育
再
生
会
議
で
議
論

育再生
会議においても、

抵抗や逆風をエネルギー

に変え、ときには文部糾

学省の従来の権限にまで

踏み込んだ改革が必要だ

としばしば強調されてい

る。

教育再生会識が大学改革の目玉としている大

学の九月入学。九月入学がなぜ必要なのか、第

三分割会副主査として議論を主導する中嶋嶺雄

．国際教養大学学長に寄稿してもらった。

海外との連携容易

自己発見の機会に
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長
官

社会奉仕も一
役

具体的には三月に卒業

する高校生に大学入学ま

での一定期間、自己鍛鯨
理由は、今や日本の大学
破するためにも、GPA

のための作業部会「プロ

や自己発見の機会を与え
・大学院を入試体制（入

（評定平均値）
によるセ
ジェクトXP検討チlム

るという構想であり、大
り口）
から卒業・修了体
メスターごとの学力点検

（野依良治産長）
を設け

学入学の決まった学生が
制（出口）

まで含めて抜
が可能な九月入学が有効
ですでに検討を始めてい

社会体験をしたのちに入
本的に改革しない限り、
である。

る。大学院をまず九月入

学する英国のギ
もはや国際競争にも耐え
高校生は三年間高校生
学に噂き、女学も半数を

、．－，

ャップイヤlに
られず、日本はやがて世
らしく生活して、受験準
九月入学へ誘うことが当
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笠ずまた
富子女を積極的
が、そのためには完全な
しかし九月入学の必要
月にあらため、高校卒業
聞の項目に加えてよいで
妻、今日の日本の大学
して被数回受験のチャン
クラスの研究教育拠点大

Lに受け入れている上智大
セメスタl制をとってい
性は、単に国際的な基準
後、大学の合格決定があ
あろう。

とその学生は担っている
スを与えればよい。
学として位向つ目、その

本
玄どは、多数が軟に入

ることが前提条件にな
との一致という問題からったら、それから三カ月
ここに見るように
三
だろうか。

十分条件で
そ
頂点に立協大大学院に

ニ
一学する学部をすでにもつ

る。

のみ要制されているので
間をその活動にあてるの
者の精神的・社会的鍛錬
一方、先般明らかにな

ず
し

入るにはい『の学部から

ている。新設の司宗教義
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である」

のための期間設定というった高校の未修問題は、
九月入学を奨励するた
の煙突型「進学」によっ
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廿場設対男高

学を奨励する意味で高校
国際
教義大学は一年間
情熱を抱いている安倍晋
提言が含まれているが、
めの第二の理由である。
ら大学受験にリンクして
職時期など検討すべき諜
に見られるように、リベ

生留学特別選抜枠を設け
の海外慶子を強務づけて
三氏は、その著『美しい
安倍氏は首相就任後の教
もとより、九月入学は世
いるというゆがんだ実態
題は多いといえようが、
ラルアlツ吻大学からの

ており、六月ごろに帰国
いて、卒業に必要な百二
国へ』（文春新岱）
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界につながる大学・大学
の反映である。

九月入学への転換という
「入学」を主とするとい

した高校生が八月の入学
十四単位の一年分、つま
かでこう述
さいた。

u－草場一一一
院に適用し、高校までの
そこまでして入学した
大きい歴史的変化をシン
うような
祭改革が必要

試験に挑戦して九月に入
り三十単位前後を海外の
「たとえば、大学入学

4
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初等中等教育は、日本の
大学が、もはや高度の勉
ボリックに導入すること
だという
号、ほぽ意見

学し、大いに頑張ってい
提携
奪取得することに
の条件として、一定のボ

A
川時

伝統を尊重する意味で
学の場ではなくなってい
によって、わが国高等教
の一致を見ている。
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なっているが、現に五十
ランティア活動を義務づ
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ι
も、現状のままでよいで
て、英語のコミュニケl
育の再出発を図るパきだ
九月入学は大学・大学

このように海外との交
警の提携先は、南半球
ける方法が考えられる。

慮
聞
刻一一一

あろう。

ション能力もないままに
と私は考えている。
院改革の必要条件ではあ

流や連携に関していえ
の大学を除いて、立の終
大学の入学時期を原則九

副喧
事担

そして九月入学を推進
入学したらそのまま卒業
教育再生会議は現在、
るが、まだまだ十分条件
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すべき第三の最も大切な
できるといった惰性を打
大学・大学院の抜本改革
とはいえないのだ。

は、いくつかの要因が考えら

れる。最大の要因は、
最気の

回復で民間企業の採用が活発

化していることだ 。

だが、いじめや学
級崩槙な

ど学校現協の荒席、過大な要

求を突きつりる保護者の増加

などが伝えられて、受験生の

教員の仕事が魅力的に映らな

くなっていることも大きいだ

ろう。教員
免許制の更新制度

導入など、教員に対する社会

の自が厳しくなっていること

も挙げられる。

教員の仕弔の魅力を高め、

教口議成系に優秀な受験生を

確保することは、大学だけで

なく教育界全体の課題になり

つつある。
－

（編集
委員
横山晋一郎）

クスも通用しなかった。

日本の教員の「質」を維持

してきたのは、大学入試と採

用試験というこつの関円だっ

た。だが採用試験は、大都市

闘を中心に団塊の世代の教民

の大量退職時代を迎えて、競

争倍率が急低下。優秀な人材
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↓三・O倍）など、単斜大学

を中心に大幅に志
願者が減っ

た大学が目立つ。

センター入試の平均点がド

がった年は、教員襲成系の人

気が高まる傾向があるといわ

れるが、O七
年度はこのヲン
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「パキユ」
。アルミ倍が音

Ez－－をたててつぶれると、生縫た

5一ちの喚声が教室に響いた。
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白衣と防護めがねを身につ

けて物理の実験をする。少岱

日傘で・�ぶ
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